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デジタル田園都市国家構想の取組イメージ全体像（デジタル庁 HP） 
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表 地目別土地利用面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地目別土地利用面積構成比（令和４年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：栃木県統計年鑑  

単位：㎢

平成25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 令和2年 3年 4年

田 23.80 23.87 23.86 23.82 23.82 23.81 23.80 23.77 23.76 23.72

畑 16.62 16.50 16.44 16.37 16.30 16.22 16.14 16.08 16.03 15.99

宅地 13.35 13.45 13.43 13.49 13.55 13.62 13.76 13.86 13.92 14.00

池沼 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

山林 4.03 4.01 4.01 3.91 3.83 3.83 3.75 3.71 3.61 3.55

牧場 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

原野 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15

雑種地 2.84 2.86 2.94 3.04 3.16 3.21 3.27 3.33 3.45 3.52

その他 13.73 13.68 13.70 13.74 13.72 13.69 13.66 13.63 13.61 13.60

面積 74.58 74.58 74.59 74.59 74.59 74.59 74.59 74.59 74.59 74.59
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 

図 人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：栃木県統計年鑑（各年１０月１日） 

 

 

表 地区別人口（上表）・世帯数（下表） 

単位：人 
  平成 2 年 7 年 12 年 17 年 22 年 27 年 令和 2 年 

下野市 46,673 54,709 57,447 59,132 59,483 59,431 59,507 

（南河内地区） 13,224 19,844 21,235 20,873 20,354 19,764 19,563 

（石橋地区） 19,039 19,174 19,498 20,494 20,819 21,024 21,202 

（国分寺地区） 14,410 15,691 16,714 17,765 18,310 18,643 18,742 

単位：世帯 

  平成 2 年 7 年 12 年 17 年 22 年 27 年 令和 2 年 

下野市 12,814 16,355 17,901 19,378 20,501 21,394 23,497 

（南河内地区） 3,364 5,629 6,261 6,481 6,760 6,885 7,740 

（石橋地区） 5,466 5,894 6,257 6,854 7,254 7,617 8,294 

（国分寺地区） 3,984 4,832 5,383 6,043 6,487 6,892 7,463 
資料：国勢調査（各年） 
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 
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図・表 年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：国勢調査（年齢不詳含まず） 

 
図 年齢５歳区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査（年齢不詳含まず）  

（人）

年少人口
(0～14歳)

9,993 17.4% 9,426 16.0% 8,825 14.9% 8,206 13.9% 7,009 12.4%

生産年齢人口
(15～64歳）

39,057 68.0% 39,869 67.5% 39,174 66.1% 37,656 63.6% 34,829 61.4%

老年人口
(65歳以上)

8,376 14.6% 9,790 16.6% 11,300 19.1% 13,329 22.5% 14,912 26.3%
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 

 

図・表 性別年齢５歳区分別人口の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（令和２年）

  

3.2%
3.9%

4.1%
4.6%

5.6%
4.5%

5.0%
5.4%

6.3%
7.3%

6.5%
6.5%

6.3%
6.6%
6.6%

4.7%
3.8%

2.9%

1.7%
0.5%

4.0%

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6% 7% 8% 9%

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95歳以上

不詳 国

下野市

女
3.6%

4.3%
4.4%

4.9%
5.0%
4.9%

5.4%
5.8%

6.1%
7.7%

6.2%
6.6%
6.5%

6.9%
6.3%

4.5%
2.9%

1.8%
0.7%

0.1%
5.3%

0%1%2%3%4%5%6%7%8%9%

男

下野市 国 下野市 国
0～4歳 3.6% 3.8% 3.2% 3.4%
5～9歳 4.3% 4.2% 3.9% 3.8%
10～14歳 4.4% 4.5% 4.1% 4.0%
15～19歳 4.9% 4.7% 4.6% 4.2%
20～24歳 5.0% 4.9% 5.6% 4.5%
25～29歳 4.9% 5.0% 4.5% 4.6%
30～34歳 5.4% 5.4% 5.0% 4.9%
35～39歳 5.8% 6.0% 5.4% 5.6%
40～44歳 6.1% 6.8% 6.3% 6.3%
45～49歳 7.7% 7.9% 7.3% 7.4%
50～54歳 6.2% 7.0% 6.5% 6.6%
55～59歳 6.6% 6.3% 6.5% 6.0%
60～64歳 6.5% 5.9% 6.3% 5.7%
65～69歳 6.9% 6.4% 6.6% 6.4%
70～74歳 6.3% 6.9% 6.6% 7.3%
75～79歳 4.5% 5.0% 4.7% 5.9%
80～84歳 2.9% 3.6% 3.8% 4.8%
85～89歳 1.8% 2.1% 2.9% 3.7%
90～94歳 0.7% 0.8% 1.7% 2.0%
95歳以上 0.1% 0.2% 0.5% 0.7%
不詳 5.3% 2.6% 4.0% 2.1%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

男 女
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 

 

図 産業別就業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 産業別就業者数の割合（令和 2 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（※「分類不能の産業」は含まず） 

 

2,971 2,553 1,881 2,015 1,850
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 
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図 事業所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和３年経済センサス活動調査  

 

図 従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：令和３年経済センサス活動調査  

  

233

169

12

71

461

25

163 175 180

95
114

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

建
設
業

製
造
業

情
報
通
信
業

運
輸
・
郵
便
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
・
物
品
賃
貸
業

飲
食
店
・
宿
泊
業

医
療
・
福
祉

教
育
・
学
習
支
援
業

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

（事業所）

1,416

5,096

34

1,861

3,820

255 420

1,276

5,667

1,482 1,336

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

建
設
業

製
造
業

情
報
通
信
業

運
輸
・
郵
便
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
・
物
品
賃
貸
業

飲
食
店
・
宿
泊
業

医
療
・
福
祉

教
育
・
学
習
支
援
業

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

（人）



12 
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図 一般会計歳入決算額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：下野市歳入歳出決算附属資料 

 

図 一般会計歳出決算額（性質別）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：下野市歳入歳出決算附属資料 

  

令和６年度決算を反映予定 

（９月ごろ） 

3,343,992 3,702,348 3,800,851 3,764,591 3,831,305

4,941,651 5,165,369 6,610,385 5,843,688 5,903,151

2,702,028 2,869,719
3,132,448 3,150,163 3,083,921

5,252,120 4,516,640
5,673,496

2,892,945 2,355,825

10,530,477
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35,000,000
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その他

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

(千円)

26,770,268

33,897,349

30,194,014
27,883,057 27,775,207

9,869,491 9,894,182 9,776,127 10,254,428 10,393,222

3,792,292 3,750,523 4,447,082 4,507,684 4,420,096

3,017,445

10,540,536
6,379,823 5,073,559 4,696,2551,858,991

1,801,924

1,737,156 1,776,165 1,996,6694,180,900

3,139,000

3,907,800
1,089,200 1,051,000

6,139,074

6,750,661
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28,858,193
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30,467,188 30,388,820
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 

 

 

 

図 主要財政指標の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：各年市町村決算カード（総務省） 

※財政指標の注釈 

財政力指数：地方自治体の基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均値を算出

したものです。この値が１．０であれば自治体の財政需要を自治体の税収のみでまかなえることになり、

この数値が低い程地方交付税などに依存している状況になります。 

実質公債費比率：一般財源の総額のうち、公債費（過去の借金返済分）に要した金額がどの程度かを示しま

す。この比率が高いほど財政運営が硬直化していることになります。 

経常収支比率：地方税や地方交付税、地方譲与税を中心とする一般財源収入の中で、人件費や扶助費、公債

費等の義務的に支払わなければならない経費がどの程度かを示します。この数値が高くなるほど新規の事

業などを行う余裕が無くなっていくことになります。 
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      資料：第四次下野市長期財政健全化計画（2021（令和 3）年 7 月）  
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2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

市税収入の想定（百万円）

(年) 

（財政計画の見直しに合わせて

差替予定） 

（財政計画の見直しに合わせて

差替予定） 
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■高齢者 1 人当たりの現役世代人数 

2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 2045 年 2050 年 2055 年 2060 年 

2.40 2.16 1.98 1.85 1.65 1.58 1.57 1.59 1.66 

※現役世代人数（生産年齢人口）を高齢者数（老年人口）で除した値  

59,507
58,521
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55,399
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人口の将来展望

パターン１（社人研推計準拠） 人口の将来展望

（人）

12.1% 11.7% 11.4% 11.9% 13.0% 13.9% 14.3% 13.9% 13.6%

62.0% 60.4% 58.9% 57.2% 54.1% 52.7% 52.3% 52.8% 53.9%

25.8% 27.9% 29.7% 30.9% 32.8% 33.4% 33.4% 33.3% 32.5%
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年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

下野市人口ビジョン（令和 6 年度）による人口の将来展望 
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１ アンケート調査の概要 

下野市在住の 18 歳以

上の市民 

●郵送配布・回収（Web フォームでの回答併用） 

●令和６年８月 13 日〜８月 30 日実施 

●回収 1,082 票（回収率：36.1％） 

石橋高校２学年生徒 
（市民及び市外からの

通学者） 

●Web フォームによる回答、令和６年７月実施 

●回収 191 サンプル 

下野市に通学する 

中学生２年生及び 

義務教育学校８年生 

●Web フォームによる回答、令和６年７月実施 

●回収 461 サンプル 

 

アンケート調査結果の概要  

 

 

 
問 あなたは下野市が住みやすいまちだと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 株式会社東洋経済新報社「都市データパック」編集部による「住みよさランキング 2024」 
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20.9 
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38.7 
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0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般市民

高校生

中学生

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい

住みにくい どちらともいえない 無回答

83.8 

59.6 

88.7 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
加重平均値：「そう思う」×２＋「少し思う」×１－「あまり思わない」×１－「まったく思わない」×２

÷（無回答を除く回答者数）  

0.96 

-0.09 

1.16 

0.39 

0.94 

1.48 

0.30 

0.77 

0.48 

0.59 

0.88 

0.91 

1.00 

0.25 

0.62 

0.29 

1.19 

1.30 

1.01 

0.45 

0.96 

1.29 

1.07 

1.21 

1.25 

0.98 

1.10 

0.84 

1.00 

1.62 

1.33 

1.15 

1.11 

1.24 

1.39 

1.40 

-0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

①林や川などの美しい自然環境が豊かである

②地域に活気やにぎわいがある

③自然災害などに対して安全性が高い

④まち並みが美しい

⑤騒音・振動・悪臭などの公害がない

⑥病院・診療所などの医療サービスが充実し

ている

⑦文化財や祭りなどの伝統文化が豊かである

⑧日常の買い物が便利である

⑨電車・バス・道路などの交通が便利である

⑩道路・歩道を安全に利用できる

⑪小学校・中学校・義務教育学校の教育内容

や施設が充実している

⑫公園や広場が多い

一般市民 高校生 中学生
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 

 

【満足度×重要度散布図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ：満足度「低」×重要度「高」 Ⅱ：満足度「高」×重要度「高」 

Ⅲ：満足度「低」×重要度「低」 Ⅳ：満足度「高」×重要度「低」 
 

1-① 健康づくりへの取組 3-① 公園・緑地の整備 4-④ 観光の振興 

1-② 医療体制 3-② 自然環境の保全 5-① 市街地整備 

1-③ 健康づくり施設の充実 3-③ 消防・防災 5-② 土地利用における秩序の確保 

1-④ 子ども・子育て支援 3-④ 防犯 5-③ まちなみ景観 

1-⑤ 高齢者福祉 3-⑤ 消費者保護の取組 5-④ 道路整備 

1-⑥ 障がい者福祉 3-⑥ 交通安全対策 5-⑤ 上水道の整備 

1-⑦ 保険・年金 3-⑦ 公共交通の整備 5-⑥ 下水道の整備 

1-⑧ 地域福祉 3-⑧ ごみ処理・リサイクル 6-① まちづくり活動に参加する機会 

2-① 小中学校の教育 3-⑨ 環境対策 6-② 男女共同参画の取組 

2-② 生涯学習を行う機会 3-⑩ 公害対策 6-③ 国内交流・国際交流 

2-③ スポーツ・レクリエーションの機会 4-① 農業の振興 6-④ 市の財政運営 

2-④ 文化・芸術活動の促進 4-② 商業の振興 6-⑤ 市役所の窓口サービス 

2-⑤ 文化遺産の保存と活用 4-③ 工業の振興  
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 

 

 
問 下野市のまちづくり全体への満足度について、最もあなたのお気持ちに近いものはどれですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問 あなたは、10 年後の下野市の将来像としてどれが良いと思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.5

52.0

50.6

50.6

45.8

36.3

34.2

29.9

29.0

24.2

16.7

14.0

0% 20% 40% 60% 80%

交通事故・犯罪・公害・災害のない安全・安心なまち

使いやすい交通網で通勤通学に便利なまち

子どもたちの笑顔あふれる子育てしやすいまち

高齢者や障がいを持つ人も安心して暮らせる福祉のまち

多くの病院が集積し、先端技術による治療や質の高いサー

ビスを受けられる医療のまち

様々な企業や店舗が集まることで新しい価値が生まれる活

発なまち

子どもたちの可能性を引き出す教育の充実したまち

農業が盛んで特色ある地場産品など食が豊かなまち

豊かな自然と共生し再生可能エネルギーが普及した環境に

優しいまち

多様な文化や価値観、それぞれの生き方を認め合い、誰も

が自分らしく輝けるまち

デジタル化が進み便利で快適に暮らせるまち

地域資源や歴史遺産を活かし観光客にも魅力あるまち

10.1 

7.6 

5.8

34.4 

33.7 

28.3

40.6 

43.7 

46.7

7.2 

9.5 

11.3

2.2 

3.7 

2.9

5.5 

1.8 

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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２ まちづくり中学生ワークショップの概要  

 

 

＜開催概要＞ 

第 1 回 11 月 3 日（日） 

〖令和版 まちの「お宝」さがし！〗 

☆ まちのおすすめスポット、まちの自慢などを出し合おう 

☆ よりよいまちとなっていくためのアイデアなども考えてみよう 

第 2 回 11 月 23 日（土） 

〖未来のまちはどんなまち？〗 

☆ 10 年後のまち（下野市）がどうなったらいいのか考え、「こと

ば」に表してみよう 

第 3 回 12 月 7 日（土） 
〖意見・提案をまとめよう〗 

☆ これまでの話し合いをふりかえって、アイデアをまとめよう 

第４回 12 月 14 日（土） 
〖発表と意見交換〗 

☆ 最後に意見・提案内容を確認し、みなさんに発表しよう 

 

○参加者：南河内第二中学校、石橋中学校、国分寺中学校、南河内小中学校に在学する全 38 名（４回計

のべ 73 名） 
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＜提案のとりまとめ＞ 

【A グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【B グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【C グループ】 
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３ 市民懇談会・関係団体懇談会の概要  

 

 

＜開催概要＞ 

令和７年２月 15 日(土) 10:00～12:00 会場：国分寺公民館（参加４名） 

18 歳以上の市内在住の方、または下野市に通勤通学されている方 

１．開会・本懇談会について 

２．資料説明（下野市総合計画、本懇談会の目的等） 

３．懇談会（テーマ：下野市のこれからのまちづくりについて） 

４．その他 

５．閉会 

下野市の「いま」と「これから」について（ワークショップ形式） 

・公共施設管理計画をすすめる（空校舎・施設の処分） 

・行政サービスの効率化 

・下野市の魅力を小学生や幼稚園児の時から PR する 

・体験農業で農家に強みをもってもらう。貸農園に幼稚園児を招く 

・異業種の方々との交流促進やベンチャーしやすい環境づくり 

 

 

＜開催概要＞ 
午前の部：令和７年２月１日(土) 10:00～12:00 

午後の部：    ２月１日(土) 14:00～16:00 

（会場） 

下野市役所 203 会議室 

【午前の部】 保健福祉分野 教育・文化分野 

【午後の部】 産業・都市基盤分野 生活環境・地域社会分野 

１．開会・本懇談会について 

２．資料説明（下野市総合計画等） 

３．懇談会（テーマ：下野市のこれからのまちづくりについて） 

４．その他 

５．閉会 

政策分野に関する現状認識と下野市の「これから」について（ワークショップ

形式） 

・福祉に関するボランティアの育成と組織的運用 

・市内巡回バスの充実（スマートモビリティ） 

・公共事業の充実 

・高齢者から若者が楽しめる e スポーツの推進 

・子どもから老人まで地域の人が楽しめる事業の計画 
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４ まちづくり意見募集  

 

令和６年12月27日～令和７年１月30日  

郵送、FAX、メール、窓口、しもつけオンラインサービス 

２件 

・歳出削減の強化 

・公共建築物は必要最小限に 

・近隣自治体と協力して遺跡を利用したイベント開催 

・遺跡散歩コースと先進的な医療を活用した健康的な街づくり 

・石橋駅周辺の活性化 

・高校生など若い層をターゲットにしたまちづくり  

・石橋全体にグリムの要素を取り入れたまちづくり 
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＜基本構想に係る成果指標の達成状況＞ 

指標名 
現状値 目標値 結果 

（H26） （R1） （R7） （R6） 

幸せだと感じている市民の割合 75% 77% 80% 71% 

 内、女性が幸せだと感じている割合 80% 79% 85% 73% 

下野市を好きだと思う中学生の割合 81% 80% 85% 82% 

住みやすいと感じる市民の割合 84% 87% 90% 84% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策評価： 令和 6 年度事務事業評価結果から、「必要性」、「有効性」、「効率性」についてそれぞれ A：3 点、B：2 点、C：

１点として、その合計値を算出し、さらに各施策単位で平均値を求めたものを、5 点満点に換算したもの。 

※市民満足度： 令和 6 年度実施のアンケート調査結果による各施策の満足度（アンケート回答数に応じ、「満足：４点」、

「やや満足：2 点」、「普通：０点」、「やや不満：-２点」、「不満：-４点」として、その平均値を算出のうえ 5～１の５段階で評

価したもので、項目が複数の場合はその平均値とした）。（最高値 5） 
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▶ 施策評価と市民満足度の比較 

 

 

 

  

基本施策 主な事業内容 
施策 

評価 

市民 

満足度 

1-1 いきいき暮らせる

健康づくり 
健康づくりの推進／医療体制の整備／健康づくり施設の

充実／新型コロナウイルス感染症等への対策 
4.6 5.0 

1-2 子育て家庭を支援

する環境づくり 

子ども・子育て支援／社会的養護を必要とする家庭への

支援 
4.8 5.0 

1-3 高齢者が元気で暮

らせる体制づくり 

生きがいづくり・介護予防の推進／介護サービスの充実

／在宅医療・介護連携、認知症対策の推進／安全・安心

な暮らしの確保 

4.4 4.0 

1-4 障がい者(児）とと

もに生きる環境づくり 

障がい者（児）の生活支援／障がい者（児）福祉施設の

充実／障がい者（児）の社会参画支援 
4.5 4.0 

1-5 誰もが安心して暮

らせるまちづくり 

地域福祉の充実／生活保護の適正実施と生活困窮者の自

立支援／難病患者・がん患者への支援／保険・年金事業

の充実 

4.6 3.5 

 
 

 

 

▶ 施策評価と市民満足度の比較 

 

 
 

 

基本施策 主な事業内容 
施策 

評価 

市民 

満足度 

2-1 将来を担う人づく

り 
地域ぐるみの教育活動の推進／教育環境の充実／学校施

設の充実 
4.6 5.0 

2-2 生涯にわたり学べ

る機会づくり 

生涯学習の推進／学校・家庭・地域の連携の推進／青少

年の健全育成／家庭教育の推進／生涯学習施設の充実 
4.8 4.0 

2-3 市民総スポーツ

“ひとり１スポーツ”

の環境づくり 

スポーツの推進／スポーツ活動の支援 4.6 4.0 

2-4 文化芸術と文化遺

産による豊かな生活環

境づくり 

豊かな文化を育む活動づくり／文化財の保存と活用 4.9 3.5 
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▶ 施策評価と市民満足度の比較 

 

  

 

基本施策 主な事業内容 
施策 

評価 

市民 

満足度 

3-1 うるおいのある

緑環境づくり 
公園・緑地の整備／河川環境の整備／自然環境の保全 4.8 5.0 

3-2 安全・安心な生活

環境づくり 

消防・防災対策の推進／防犯対策の推進／消費者行政の

推進／交通安全対策の推進 
4.8 4.3 

3-3 快適に暮らせる

生活環境づくり 

ごみ処理等広域事業の推進／ごみ処理等とリサイクルの

推進／環境対策の推進／公共交通網の充実 
3.8 4.5 

 

 

 

 

 

▶ 施策評価と市民満足度の比較 

 

 

 

 

基本施策 主な事業内容 
施策 

評価 

市民 

満足度 

4-1 地域の特性を活か

した農業・農村づく

り 

都市近郊農業の推進／農業経営の改善／農業生産基盤の整

備／農村環境の保全 
4.2 4.0 

4-2 商工業による躍

進するまちづくり 

商工業の基盤強化・活性化／新たな産業の誘致・育成 

／雇用・就業機会の拡充 
4.2 3.5 

4-3 魅力あふれる観

光まちづくり 
魅力ある観光の推進／観光資源の創出／インバウンド対策 4.4 3.0 
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▶ 施策評価と市民満足度の比較 

 

  

基本施策 主な事業内容 
施策 

評価 

市民 

満足度 

5-1 快適に住み続け

られる住環境づくり 
良好な住環境づくりの推進／住宅耐震化の支援／土地利用

の推進 
4.7 4.0 

5-2 人に優しい交通

環境づくり 

幹線道路の整備／スマートＩＣの整備／道路施設の維持管

理／都市交通マスタープラン策定 
4.3 4.5 

5-3 安全で快適な水

環境づくり 

安全で安心な水道／強靭で持続可能な水道／下水道施設の

整備／下水道経営の健全化及び経営基盤強化 
4.5 5.0 

 

 

 

 

▶ 施策評価と市民満足度の比較 

 

 

 

基本施策 主な事業内容 
施策 

評価 

市民 

満足度 

6-1 協働のまちづく

りの体制づくり 
まちづくり活動の推進／協働のまちづくりの推進／人権

の尊重と男女共同参画の推進／国内交流の推進／国際交

流の推進／多文化共生の推進 

4.6 4.0 

6-2 健全な行財政運

営の仕組づくり 

行財政改革の推進／地方創生の推進／広報・広聴の充実／

広域行政の推進 
4.3 4.5 
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１ 下野市に暮らす若い世代の定着化  

 

 

 

２ 下野市の教育文化の継承  

 

 

 

３ あらゆる市民の健康福祉の維持  

 

 

 
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４ 下野市の特徴を生かした産業振興 

 

 

 

 

５ 安心・快適な暮らしを支える環境の整備  
 

 

 

 
 

 
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６ 持続する地域社会と行政運営  

 

 

 

 

 


